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第３期 SIP（戦略的イノベーション創造プログラム）課題 

「ポストコロナ時代の学び方・働き方を実現するプラットフォームの構築」 

推進委員会（第１回）議事要旨 

1. 開催日時 令和 5 年４月１９日（水）15:00～17:00 

2. 開催場所 国立研究開発法人 科学技術振興機構（JST）東京本部 地下１階大会議室 

（ハイブリッド形式）

3. 出席者

（1） プログラムディレクター

西村 訓弘 三重大学大学院地域イノベーション学研究科 教授・特命副学長 

（2） サブプログラムディレクター

野城 智也 高知県公立大学法人 高知工科大学 システム工学群 教授 

西岡 加名恵 京都大学大学院 教育学研究科 教授 

東 博暢 ㈱日本総合研究所リサーチ・コンサルティング部門 プリンシパル 

大山 潤爾 国立研究開発法人産業技術総合研究所 人間拡張研究センター 主任研究員 

筑波大学 人間総合科学研究科 連携大学院准教授 

（3） 関係省庁

中川 尚志 デジタル庁 国民向けサービスグループ 企画官 

森友 浩史 文部科学省 総合教育局政策課長 

堀野 晶三 文部科学省 初等中等教育局初等中等教育企画課長 

武藤 久慶 文部科学省 初等中等教育局 学校デジタル化 PT リーダー 修学⽀援・教材課長 

（代理出席 酒井 啓至 学校デジタル化プロジェクトチーム課長補佐） 

宇野 禎晃 厚生労働省 人材開発統括官付参事官（人材開発政策担当） 

高江 慎一 厚生労働省 大臣官房厚生科学課 研究企画官 

五⼗棲 浩⼆ 経済産業省 商務・サービスグループ サービス政策課 教育産業室長 

（代理出席 柴田 仁志 教育産業室 室長補佐） 

（4） 内閣府事務局

北野 允 内閣府 科学技術・イノベーション推進事務局 企画官 

小林 由貴 内閣府 科学技術・イノベーション推進事務局 参事官補佐 

（5） 研究推進法人

小林 傳司 国立研究開発法人科学技術振興機構 社会技術研究開発センター センター長 

村上 絵莉 国立研究開発法人科学技術振興機構 社会技術研究開発センター企画運営室 

プロジェクトマネージャー 
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4. 議題 

（１）推進委員会の設置・運営規則について 

（２）委員紹介 

（３）SIP 課題「ポストコロナ時代の学び方・働き方を実現するプラットフォームの構築」について 

（４）SIP 課題「ポストコロナ時代の学び方・働き方を実現するプラットフォームの構築」の公募に 

ついて 

（５）自由討議 

 

5. 配布資料 

資料１-１ SIP 第３期「ポストコロナ時代の学び方・働き方を実現するプラットフォームの構築」推進委員会の

設置について  

資料１-２ SIP 第３期「ポストコロナ時代の学び方・働き方を実現するプラットフォームの構築」推進委員会 

運営規則 

資料２ 戦略的イノベーション創造プログラム第３期（SIP 第３期）について  

資料３-１ SIP 第３期「ポストコロナ時代の学び方・働き方を実現するプラットフォームの構築」課題の概要

     

資料３-２ 戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）ポストコロナ時代の学び方・働き方を実現するプラット

フォームの構築社会実装に向けた戦略及び研究開発計画 

資料４ SIP 第３期「ポストコロナ時代の学び方・働き方を実現するプラットフォームの構築」 推進体制

 【非公開資料】 

資料５ SIP 第３期公募要領（案） 【非公開資料】  

資料６  今後のスケジュール  【非公開資料】 

 

6. 議事要旨 

議題（１）について、資料１-１、資料１-２に基づき、内閣府から推進委員会の設置及び運営要領につい

て説明を行い、推進委員会として了承した。 

議題（２）について、各委員より自己紹介を行った。 

議題（３）について、資料２に基づき、内閣府から SIP 第３期の概要について説明を行った。また、資料 3-

1、資料 3-2、資料４に基づき、内閣府から本課題の進捗状況及び推進体制等について説明を行った。  

議題（４）について、資料５に基づき、国立研究開発法人科学技術振興機構 社会技術研究開発センタ

ーから研究開発責任者の公募・審査について説明を行った。その内容について議論し、推進委員会として了承し

た。 

議題（５）について、本課題全体に関する自由討論を行った。その後、資料６に基づき、内閣府から今後の

スケジュールについて説明を行った。 

 

以上 


